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愛知県コロナ対策　オミクロン株による新規陽性者数の急激な増加につき
『厳重警戒』での感染防止対策

第６波・感染急拡大の抑制に向け県民・事業者の皆様へのお願い

※　詳細は愛知県WEBペ－ジで
　　　　https://www.pref.aichi.jp/site/covid19-aichi/covid19-aichi.html

まん延防止等重点措置適用期間

愛知県コロナ対策　オミクロン株による新規陽性者数の急激な増加につき
『厳重警戒』での感染防止対策

まん延防止等重点措置適用期間
1月21日(金)～2月13日(日)1月21日(金)～2月13日(日)

　全国的にオミクロン株による新規陽性者数の急激な増加がつづいており、本県においても1 月21日(金)に
は3,187人となるなど、脅威的な感染拡大となっており大変厳しい状況であります。
　このため、下記のとおり県をまたぐ不要不急の移動は控えていただくとともに、会食・飲食する場合は、
同一グル－プで同一テ－ブルに 4 人までとするなど「厳重警戒」での感染防止策の徹底について、格別の
ご理解とご協力をいただきますようお願いします。

〇実施区域 愛知県全域　　　 　〇実施期間 １月１５日（土）～

○県をまたぐ移動の注意点
 【追加】 ・県をまたぐ不要不急の移動を控える
〇基本的な感染防止対策の徹底
 【追加】 ・特に、若い世代の方々は、基本的な感染防止対策を徹底、無症状でも感染の不安がある場合は、
　　　　 ＰＣＲ等検査を受検
 【変更】 ・会食・飲食する際は、同一グループで同一テーブルに４人までを目安に

　　　  ・会食・飲食する際は、同一グループで同一テーブルに４人まで

県民の皆様へのお願い

〇飲食店等に対する協力要請
 【変更】 ・同一グループの同一テーブルへの入店案内は４人までを目安

　　　  ・同一グループの同一テーブルへの入店案内は４人まで 

事業者の皆様へのお願い

 【追加】 ○健康上の理由によるワクチン未接種の方や感染不安を感じる無症状の方が無料でＰＣＲ等検査を
　　　　  身近で受けられるよう、登録検査所を増加
　　　  ○重症化リスク等のある下記の方に本県独自の取組として接種間隔を 6 か月 に前倒し、3 回目接種
　　　  　を推進
 　　　     ・医療機関に勤務する医療従事者の同居家族
 　　　     ・基礎疾患を有する方
　　　  ○ 6 か所の大規模集団接種会場を開設し、３回目接種を加速化

県の取組
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木産協の存在意義と
安定した財務基盤の必要性について

　1968年に東洋一と称された名古屋木材港が開港し、その後1975年に「名古屋港木材産業協同組
合」(通称:木産協)が設立されました。設立当時は高度経済成長期の真っただ中で木材需要は旺盛で
年間300万立方の丸太の取扱いがあり、製材工場や木材加工場は活気に満ちていました。しかしなが
ら近年は、木産協の組合員数は減少が続いており、土地の所有権が他業種に移るケースも多く、賦
課金収入の減少が続いております。
　また、木産協では「名古屋港西部臨界工業地帯企業連絡協議会」（通称：企業連）の会長職と事
務局業務も担っておりますが、当臨海地帯の企業の代表として飛島村や弥富市、管理組合に要望活
動を行うほか、様々な会議に出席し村や市の計画について承認したり意見を述べたりしており、臨
海部の立場から不利益が生じないようにし、企業も住民の皆様と同様に恩恵を受けられるようにす
るうえで重要な役割を担っていると自負しています。
　しかしながら、企業連自体には十分な収入がないので、木産協の収入が減少している中で、これ
までのように「事実上は木産協からの資金援助で」企業連の活動を行う事は難しくなっています。
　私は木産協のビジョン（存在意義）について下記のように考えております。
　　　「協同組合として立地している企業の役に立ち、感謝される存在であること」
　　その実現の為には「当面について安定した財務基盤をつくり不安の無いようにすること」
　　が必要です。

　冒頭に「木産協の組合員の数は減少し・・・」とネガティヴな内容を述べましたが、潮目は変わ
りつつあると感じています。木材という環境に優しい資源が世界的に見直されている今、安定した
木材供給を維持するにはストック機能や加工機能が必要不可欠です。名古屋港に接しており、高速
道路の相次ぐ開通で各地へのアクセスが向上した西部木材港は再び活気を取り戻すことができると
期待しています。
　微力ながら皆様のお役に立てるよう努めて参りますのでご理解ご協力をお願い申しあげます。

【現在進めている施策】
　1．1976年に完成した木材会館について建物を取り壊すことはせず、清潔で働きやすい環境を

つくる為、必要な修繕は行う。
　2．草刈りや清掃を行い会館の美化につとめる。
　3．空きスペースに入居するテナントを募集して収入の増加を図る。
　4．木産協と企業連のそれぞれの業務量を掌握し、担当する人員を出来る限り分け、「それぞ

れの団体が業務量に見合った適切な経費負担」をする。
　5．企業連の実情を加盟各社に説明をし、会費改定を行う。（2023年度分から）
　6．企業連の役割をさらに充実させる為、協力関係を強化する旨、飛島村と継続して協議をす

る。

名古屋港木材産業協同組合
服　部　伸　一理事長
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：住友林業㈱　村上ジェ－ムス

　皆様はブラジルという国にどのようなイメージを
お持ちですか？サッカー？カーニバル？犯罪が多い
国？私はブラジルで産まれ、8 歳の時まで住んでお
りました。皆様にこの機会を通じて、是非ブラジル
の事を知っていただきたく、私の故郷であるブラジ
ルを題材にさせていただきました。
　初めに少しブラジルの基本データを共有したいと
思います。正式名称はブラジル連邦共和国。首都は
ブラジリア。国土面積は851万平方キロメートル。
人口は、約 2 億1,000万人。公用語はポルトガル語と
なります。国土面積は日本の約23倍もあるのに、人
口は約1.67倍しかいません。人口密度が日本と全く
違いますね…人口が少ない分、広大な自然が残って
おり、イグアスの滝やアマゾンが有名です。美しい
自然やブラジルでしか見られない動物がたくさんい
ます。
　2016年には、リオオリンピックが開催された事も
記憶に新しいです。開催前に、ニュースでは犯罪が
多いことがクローズアップされておりました。買い
物帰りは、家の周りを 1 周してから帰る(尾行され
ていないか確かめる為)や、カメラを首からぶら下
げて外出しない等、住んでいたころは自らを守る行
動が当たり前になっておりました。日本に慣れてし
まうとなかなか感覚が戻らないですね。ただ治安の
悪い地域以外は比較的安全ですし、ニュース程怖い
国ではありません。
　一方、ブラジルにはいい面もたくさんあります。
まず食事がとてもおいしいです。欧州、北米、アジ
アと様々な人種が混ざっていることもあり、食文化
は非常に発展しております。シュラスコは特におす
すめです。また南国だけあって、人も非常にフレン
ドリーで、すぐに打ち解けられます。何といって
も、自然が楽しめるところが一番だと思います。美
しいビーチ、広大なアマゾン…ここでは書ききれな
い程いいところがあります。　　
　日本から飛行機で24時間程かかりますが、是非一
度足を運んでいただきたいです。
　次回は、ナイス株式会社　佐々木  祐太氏にお願
いします。

「  私の故郷　ブラジル  」

　昨今SDGs（Sustainable Development Goals）へ
の関心が社会全体において、高まっていると感じて
います。その取り組みも増々社会に浸透しつつある
中で、弊社も委員会を設置し、「17の目標」に対し
て、どんな活動が出来るか、決めた取り組みについ
ての結果がどうであったか、今後の改善の余地はあ
るか等、検証しています。また活動内容、結果報告
については朝礼でも従業員に周知し、改めて皆の協
力をお願いしています。
　SDGsの活動について、従業員により意識しても
らえるように、看板を作成し、構内に掲示していま
す。
　看板の作成は、外注に依頼したわけでなく、委員
会でテーマを考え、社内で手作りで作成しました。
表現の仕方、絵と文字の大きさやバランスについ
て、ベースを作成し、それに対し皆の意見を反映さ
せて仕上げていく、という形式で少しずつ作成しま
した。当然のことながら、プロが作った看板とは出
来栄えが異なりますが、オリジナル感が溢れてい
て、いい仕上がりだと思います。
　掲示場所については、どこが適当か、いろいろ意
見が出ましたが、①休憩所・喫煙所等の人がよく集
まる場所、②各出入口・受付・タイムカード置き場
前等の人が寄ることの多い場所をメインとして候補
を上げ、2 年前より掲示しています。
　現状、看板は18種類作成し、構内に掲示していま
す。以下は作成した看板の一部です。

　特に意識が高いのは、毎日のように多くの木材を
取り扱い、製造工程で発生する端材についてです。
以前も記載させていただきましたが、出来るだけ減
らし、有効活用をする。「木を活かす」ことは大変
重要なテーマであり、SDGsにも該当します。⑨産業
と技術革新の基盤をつくろう、⑫つくる責任つかう
責任、他にも活動次第では該当する項目が出てきま
す。
　我々が行う毎日の業務は、SDGsと密接な関係が
あり、例え小さな努力であったとしても、これから
の積み重ねの中で、大きな結果が生まれると期待し
ています。

『 SDGsへの取り組み 』

広報委員：成瀬章司（材惣木材㈱）
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西 垣 洋 一 服 部 伸 一

◆ 広告コーナー

蟹江警察署　生活安全課  生活安全係　TEL.0567-95-0110

新たな手口の特殊詐欺が発生 !
今年に入り、今までにない非対面の特殊詐欺が発生しています。
手法として、
　　①　松坂屋店員を騙る犯人が、クレジットカードが不正利用されていると電話で説明。
　　②　銀行協会へ電話するよう指示し、掛ける電話番号を指定。
　　③　電話を受けた銀行協会職員を騙る犯人が、キャッシュカードを交換する必要があると説明。
　　④　コロナ情勢のため面接できないので、キャッシュカードを封筒に入れ、自宅郵便受けに入れるよう指示。
　　⑤　犯人は、被害者と対面することなく、郵便受けのキャッシュカードを持ち去る。
というものです。
　銀行協会職員が、訪問等によりキャッシュカード等を預かることは一切ありません。
　似たような電話が掛かってきた場合は、一度電話を切り、すぐに警察やご家族に相談してください。

　令和 3 年11月26日・30日に飛島地区及び弥富地区の一斉清掃が名古屋港西部臨海地帯企業連絡協議会・名
古屋港管理組合・愛知県トラック協会等の参加により行われました。
　その結果は、飛島地区は可燃ゴミ：500kg、不燃ゴミ：260kg、プラスチックゴミ：500kg、土砂：72.4㎥でし
た。弥富地区は、可燃ゴミ：210kg、不燃ゴミ：180kg、土砂：1.6㎥でした。
　なお、名古屋港管理組合からは、「回収されるゴミの内容が、土砂は別にして一斉清掃で回収しなくても通常の
ゴミ回収時に出してもらえばいいものが相当含まれているのではないか？」との指摘もあって、今後は年に１回で
もいいのではないかとの見解がだされました。

名古屋港管理組合は年に１回でいいのではないか　通常回収で十分じゃないか？
☆☆☆　西部臨海地区一斉清掃の結果　☆☆☆

　１月下旬から２月にかけて飛島村木場１丁目の302号線飛島木場交差点西側の道路の片側２車線の補
修が行われます。付近を走行される際にはご注意ください。

工事のお知らせ工事のお知らせ


